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シリーズチャペル＜経済と倫理＞
　

讃
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「
い
ま
来
た
り
ま
せ
、
救
い
の

主
イ
ェ
ス
、
こ
の
世
の
罪
を　

あ
が
な
う

た
め
に
。」

　

聖
書　

ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙　

第
５
章

20
節
「
律
法
が
入
っ
て
き
た
の
は
、
罪
が

増
し
加
わ
る
た
め
で
し
た
。
し
か
し
、
罪

の
増
し
加
わ
る
と
こ
ろ
に
恵
み
も
満
ち
溢

れ
ま
し
た
。」

　

今
日
の
聖
書
の
箇
所
を
読
み
解
く
の
は

非
常
に
難
し
く
、
私
が
チ
ャ
ペ
ル
で
取
り

上
げ
る
こ
と
は
無
謀
な
企
て
に
思
え
ま
し

た
。
こ
の
難
解
な
聖
書
の
箇
所
か
ら
、
生

き
生
き
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ

と
が
不
可
能
に
見
え
た
の
で
す
。
し
か

し
、
私
は
、「
恵
み
」
と
は
、
世
界
に
お

け
る
断
絶
や
格
差
の
拡
大
を
克
服
す
る
力

な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ
い

た
の
で
す
。

　

今
日
の
チ
ャ
ペ
ル
は
、
こ
の
問
題
を
、

ア
ジ
ア
レ
ベ
ル
で
考
え
ま
す
。
ア
ジ
ア
と

い
う
共
通
の
空
間
を
、
人
々
が
意
識
し
た

の
は
、
19
世
紀
終
わ
り
で
し
た
。
ほ
ぼ
１

世
紀
後
の
１
９
９
７
年
、
東
南
ア
ジ
ア
で

発
生
し
域
内
に
伝
染
し
た
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
を
契
機
に
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
域
内

の
相
互
依
存
を
強
く
認
識
し
、
地
域
の
経

済
統
合
に
向
け
て
動
き
だ
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
１
月
、
地
域
包
括
的
経
済

連
携
「
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
」
が
、
日
中
、
ア
セ
ア

ン
６
カ
国
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
間
で
発
効
し
、
２
月
か
ら
韓
国
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
。
モ
ノ
の
貿
易
で
は
ほ
ぼ
９

割
の
品
目
で
関
税
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。
東

ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
は
悲
願
で
あ
り
、
画

期
的
な
出
来
事
な
の
に
、
協
定
発
効
を
お

祝
い
す
る
雰
囲
気
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
ア
ジ
ア
の
域
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
欧
州
や
北
米
域
内
を
上
回
る
高
度
な

レ
ベ
ル
に
達
し
ま
し
た
。
経
済
理
論
的
に

は
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
ア
セ
ア
ン
の

諸
国
が
、
各
国
・
地
域
の
貿
易
の
比
較
優

位
を
最
大
限
に
生
か
し
て
域
内
で
産
業
立

地
を
展
開
し
、
物
流
の
効
率
化
、
技
術
の

移
転
、
人
材
の
移
動
を
進
め
、「
サ
ー
ビ

ス
リ
ン
ク
」
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
た
結
果

で
す
。

　

通
貨
危
機
後
、
二
国
間
の
自
由
貿
易
協

定
は
急
速
に
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

二
国
間
で
、
ば
ら
ば
ら
の
原
産
地
規
則
な

ど
の
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
、「
ス
パ
ゲ
ッ

テ
イ
ボ
ウ
ル
」
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
、

多
国
間
ル
ー
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
長
年
、
政
治
摩
擦
や
歴
史
問
題
を
背

景
に
、
二
国
間
で
協
定
が
締
結
で
き
な

か
っ
た
日
韓
と
日
中
に
も
協
定
は
適
用
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
が
、

新
た
な
分
断
と
格
差
の
リ
ス
ク
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

第
１
は
、
米
中
の
経
済
摩
擦
が
、
安
全

保
障
を
含
む
、
大
き
な
対
立
に
発
展
し
、

ア
ジ
ア
の
産
業
立
地
に
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
に
始
ま
る
米
中
間
の
関

税
引
上
げ
は
、
東
ア
ジ
ア
域
内
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

安
全
保
障
に
関
係
す
る
と
さ
れ
る
物
資
の

生
産
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

第
２
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
交
渉
開
始
時
点

で
主
要
テ
ー
マ
で
な
か
っ
た
、
域
内
に
お

け
る
情
報
の
移
動
、
国
営
企
業
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
、
知
的
所
有
権
の
保
護
、
金
融
分
野

の
自
由
化
な
ど
が
、
重
要
課
題
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

第
３
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
イ
ン
の
発
展

し
た
ア
ジ
ア
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
イ
ン
の

末
端
で
、
児
童
労
働
、
強
制
労
働
や
人
身

売
買
な
ど
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
な
い

か
、
さ
ら
に
、
環
境
破
壊
が
放
置
さ
れ
て

い
な
い
か
が
、
厳
し
く
問
わ
れ
る
状
況
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
、
経
済

発
展
を
優
先
す
る
た
め
に
、
労
働
や
環

境
、
人
権
に
関
す
る
多
国
間
の
取
組
が
進

み
に
く
い
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
後
の
東

ア
ジ
ア
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
イ
ン
の
再
構
築

に
は
、
こ
う
し
た
問
題
へ
の
取
組
み
が
不

可
欠
で
す
。
今
後
の
ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ

構
築
に
当
た
っ
て
、
環
境
保
護
の
た
め
に

長
期
的
に
投
資
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
東
ア
ジ
ア
を

分
断
し
か
ね
な
い
多
く
の
力
や
新
た
な
域

内
結
束
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
取
り
組
み
こ

そ
、
あ
な
た
の
未
来
を
開
く
も
の
だ
と
信

じ
ま
す
。
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